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1. 背景・目的 

  浜田市民が求める人材を育むために「社会に開かれた教育課程」の実現ののもと、「地域と

ともにある学校づくり」や「学校を核とした地域づくり」に向け、高校魅力化を推進する具体

的ビジョンの作成を目的とする。 

豊かになった現代社会において、将来を担う子どもたちに、生きる力を身につけるための教

育が期待されている。食に関する行動は、生きる力の基礎力であり、学習効果との関連性につ

いても報告されている。また、社会において、健康な心身を育むために、自分自身で選択し、

行動するヘルスリテラシー教育の必要性も注目されている。 

島根県立大学健康栄養学科では、2019年、2020年の2年間において、浜田高等学校、定時

制・通信制の教諭と協力して、「心と体の健康教室」において、「食」についての講話や調理実

習を行ない、自らの食生活を大切にすることで、生きる力の基礎力を身につけるための実践教

育を行った。 

本研究では、健康な学校生活の基本となる食教育や自発的学習能力であるヘルスリテラシー

教育のあり方について、浜田市住民や地元企業の求める高等学校教育における人材のニーズ、

また、一方で高校進学に向けた中学生およびその保護者の望む高等学校教育について意識調査

を行い、また、浜田市の高校生の満足度や、高校教諭の育てたい人材について、相互の関係性

を分析することにより、現状とのギャップや課題について検証する。 

 

2. 浜田高校における、食習慣調査・ヘルスリテラシー調査 

  浜田高校普通科 1年生 191名に対して、食習慣調査（BDHQ）ならびに健康意識・ヘルスリテラ

シーに関する調査（HLS-14）をおこない、浜田市の高校生の食行動やヘルスリテラシー教育のあ

り方に関する現状を調査した。 

 

①食習慣調査の結果 

1）対象者属性 

 

 

 

 

 

 

 

平均値±標準偏差で表している。性別（その他）3名については除外して計算した。 
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2）栄養価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平均値±標準偏差で表している。黄色のラインについては以降にて詳細に検討した。 
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3）食品摂取量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平均値±標準偏差で表している。 
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4）エネルギー摂取量 

 

 

 

 

 平均値±標準偏差で表している。※食事摂取基準（2020）身体活動レベルⅡ 

 

 

 

 

 

 

 エネルギー摂取量の分布を示す。赤色のラインは推定エネルギー必要量を表している。 

 

5）タンパク質摂取量 

 

 

 

 

 平均値±標準偏差で表している。※食事摂取基準（2020）身体活動レベルⅡ 

 

 

 

 

 

 

 タンパク質摂取量の分布を示す。赤色のラインは目標量を表している。 
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6）カルシウム摂取量 

 

 

 

 

 平均値±標準偏差で表している。※食事摂取基準（2020）身体活動レベル分類無し 

 

 

 

 

 

 

 カルシウム摂取量の分布を示す。赤色のラインは推奨量を表している。 

 

7）鉄摂取量 

 

 

 

 

 平均値±標準偏差で表している。※食事摂取基準（2020）身体活動レベル分類無し、月経あり 

 

 

 

 

 

 

 鉄摂取量の分布を示す。赤色のラインは推奨量を表している。 
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②健康意識・ヘルスリテラシー調査 

A・あなたの思っているものに近いものを選択してください。 

 

 

 

 

 

 

選択肢：1.とてもそう思う、2.ややそう思う、3.どちらでもない、4.あまりそう思わない、5.まったく思わない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A-1.  元気に過ごしていますか？     

A-2.  毎日が楽しいですか？       

A-3.  夜はよくねむれますか？            

A-4.  食欲はありますか？ 

A-5.  朝ごはんはおいしいですか？ 

A-6.  毎日牛乳を飲みますか？ 

A-7.  給食はおいしいですか？ 

A-8.  牛乳は好きですか？ 
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A・あなたの思っているものに近いものを選択してください。 

 

 

 

 

 

 

選択肢：1.とてもそう思う、2.ややそう思う、3.どちらでもない、4.あまりそう思わない、5.まったく思わない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A-9.    ヨーグルトは好きですか？ 

A-10.  からだを動かすことは好きですか？ 

A-11.  家の中で遊ぶことは好きですか？ 

A-12.  牛乳を飲むと大きくなると思いますか？ 

A-13.  牛乳は骨をつくると思いますか？ 

A-14.  スポーツ選手は牛乳を飲んだ方がよいと思いますか？ 

A-15.  男の子は牛乳を飲んだ方がよいと思いますか？ 

A-16.  女の子は牛乳を飲んだ方がよいと思いますか？ 
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Ｂ・ 健康づくりの「情報」について、おたずねします。 

１．健康に関するパンフレットやインターネットの情報を読むとき 

 

 

 

 

 

選択肢：1.とてもあてはまる、2.ややあてはまる、3.どちらでもない、4.あまりあてはまらない、5.まったくあてはまらない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B-1-1.   読めない字がある 

B-1-2.   字が小さくて読みにくい 

B-1-3.   書いてあることがむずかしくて、わかりにくい 

B-1-4.   読むのに時間がかかる 

B-1-5.   だれかに読んでもらっている 

B-1-6.   読まない 
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Ｂ・ 健康づくりの「情報」について、おたずねします。 

２．健康で過ごすための方法について 

 

 

 

 

 

選択肢：1.とてもあてはまる、2.ややあてはまる、3.どちらでもない、4.あまりあてはまらない、5.まったくあてはまらない

B-2-1.   健康で過ごすための方法を知りたいと思う 

B-2-2.   いろいろなところから「情報」をあつめた 

B-2-3.   たくさんの「情報」から、自分が知りたいものを選んだ 

B-2-4.   自分が、見たり聞いたりしたことは、よくわかった 

B-2-5.   健康で過ごすための方法を、家族や友だちに伝えた 

B-2-6.   見たり聞いたりしたことを自分もやってみた 

B-2-7.   なにもしていない 
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Ｂ・ 健康づくりの「情報」について、おたずねします。 

３．健康で過ごすための方法に関する、見たり聞いたりした「情報」について 

 

 

 

 

 

選択肢：1.とてもあてはまる、2.ややあてはまる、3.どちらでもない、4.あまりあてはまらない、5.まったくあてはまらない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B-3-1.  自分にも、あてはまるかどうか考えた 

B-3-2.  本当かどうか、信じられなかった 

B-3-3.  正しい方法かどうか、自分で調べた 

B-3-4.  自分のことは自分で決めるために調べた 

B-3-5.  人から聞いたことは信じない 

B-3-6.  自分で調べない 
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Ｂ・ 健康づくりの「情報」について、おたずねします。 

４．COVID-19（新型コロナウイルス感染症）が食行動に及ぼした影響について 

 

 

 

 

 

選択肢：1.とてもあてはまる、2.ややあてはまる、3.どちらでもない、4.あまりあてはまらない、5.まったくあてはまらない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B-4-1.  自宅で料理をする機会は増えましたか 

B-4-2.  スーパーやコンビニでお惣菜を買う、または出前を利用する機会は増えましたか 

B-4-3.  外食をする機会は減りましたか 

B-4-4.  食生活のリズムは乱れましたか 

B-4-5.  食事の栄養バランスに不安はありますか 

B-4-6.  食費に不安はありますか 
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Ｂ・ 健康づくりの「情報」について、おたずねします。 

４．COVID-19（新型コロナウイルス感染症）が食行動に及ぼした影響について 

 

 

 

選択肢：1.とてもあてはまる、2.ややあてはまる、3.どちらでもない、4.あまりあてはまらない、5.まったく 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③考察 

浜田高校の生徒の栄養摂取状況は、男子生徒は、成長期に必要な十分な食事量を確保しており、

エネルギー量、たんぱく質、鉄についても、厚生労働省が推進している運動量（生活活動量Ⅱ）の

水準に達している推奨量であり、体格的にも理想的であることから、適切な運動量と栄養量を確

保していることが伺える。このことは、学習における高い集中力や大会上位を狙うにふさわしい

体力を維持する栄養状況である。一方、女子生徒においては、全国的な女子の痩せ志向と同様な結

果であり、食事量が必要量に満たない状況であった。鉄分、カルシウムも不足傾向にあるため、貧

血、月経不順、冷え性、集中力の低下等の、生活や学習に影響する不定愁訴のある生徒へのサポー

トの必要性を検討されたい。 

健康を決める力である「ヘルスリテラシー」調査の結果から、読み書きの能力である「機能的ヘ

ルスリテラシー」や健康に過ごすための行動力である「相互作用的ヘルスリテラシー」は良好であ

る一方、自ら健康情報を調べる力である「批判的ヘルスリテラシー」は、それらに比べて低い結果

であった。本結果は、諸外国と比較して日本人は低いと報告されている結果と同傾向であり、今後

のヘルスプロモーション教育の一環としてヘルスリテラシー教育の必要性が示唆された。

B-4-7.  健康情報を集めるようになりましたか 

B-4-8.  運動をする機会は減りましたか 

B-4-9.  体重は増えましたか 
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3. 浜田高校における食育実践活動 

  浜田高校全日制では今年度初めて、浜田高校定時制通信制では一昨年度・昨年度に引き続き、

食育実践活動を行った。「2. 浜田高校における、食習慣調査」の結果から、不足しやすい栄養素

（主にたんぱく質、カルシウム、鉄）を豊富に含み、手軽に調理して食べられる食事について、

高校生と高校の先生方と意見交換を行った。高校生自らが「これが食べたい！」と声をあげたも

のの中から、調理や食材選びのポイントについて、食の専門家である管理栄養士がサポートし

ながら活動を行った。 

 

  ①浜田高校全日制 

   1) 時短クッキング「オムライス」（令和 3年 10月 5日（火）） 
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2) 時短クッキング「クリスマスケーキとドリア」（令和 3年 12月 11日（土）） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    生徒 1 人 1 人の個性があふれた「オムライス」や「ドリア」「クリスマスケーキ」を作りま

した。卵は栄養満点の食材で、“たんぱく質”や“鉄分”を豊富に含んでいます！冷凍のチキ

ンライスやお惣菜のマカロニサラダを使うことで、あっという間にできあがりました。 

       クリスマスケーキには、“カルシウム”が豊富な生クリームを使い、 “ビタミン”を豊富に

含む季節のフルーツを飾りました。 

 

    生徒からは、「とても簡単で美味しかった」「また家でも作りたい」といった感想が多く聞

かれた。料理は楽しい。食は楽しい。またつくりたい。このような思いを引き出す機会ができ

て良かったと思う。ただ作るのではなく、なぜ？どうやって？がつかめていると高校生の動

きは劇的に変わると感じた。社会に出る一歩手前の高校生に実践経験を積ませることは大事

だと生徒の姿を見て感じた。 
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 ②浜田高校定時制通信制 

   ＳＤＧｓと私たちの食生活を考える（令和 3年 11月 11日（木）） 

「SDGsと私たちの食生活を考える」というテーマのもと、高校生約 50名と交流を行い、 

SDGs に関する講演やカードゲームを通して、SDGs につながる身近な行動について学んだ。

高校生が手軽に選べる食事の選択方法や、身近な食材から簡単に作れるメニューとして、

「おにぎり」「チョコバナナ」「季節のフルーツ」を紹介し、実際に調理した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    自分だけの「おにぎり」を作りました。ご飯は、成長のために大切な“たんぱく質”も含ん

でいます！具材を工夫することで、栄養たっぷりのおにぎりができました。 

むき甘栗をつぶして混ぜて、かんたん栗ご飯。干し芋を切って混ぜて、かんたん芋ご飯。 

       チョコバナナのチョコレートには“鉄分”も豊富、季節のフルーツは手軽に”ビタミン”を

とることができます。 

     

      参加者に対して交流活動に対する満足度をアンケートしたところ、浜田高校の生徒のうち

76%が「とても満足」と回答し、高い満足度が得られた。自由記述では、「楽しかった」「大学

生との交流は良いと思った」「来年も開催してほしい」との意見を複数の生徒からもらった。

本学学生からも、他学科の学生や高校生との交流が良い刺激になったとの声がきかれた。来

年度からも継続して活動を行うことで、調理や栄養を身近に感じてもらい、健康的な生活を

サポートしていきたい。また、浜田高校での活動内容は、Real Reporter Online に掲載する

ことで、学外への情報発信を行うことができた。 

  

 

 

https://realreporter.online/?s=youth+through+foods  
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4. 食育実践活動をまとめたレシピ集の作成 

   3回の食育実践活動を通して、高校生の声を中心に、高校の先生方、食の専門家である管理

栄養士がサポートしながら、意見交換や調理活動を行いできあがったものです。（一部抜粋） 
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5. 今後の展望 

 本調査結果から、浜田高校の生徒たちは、学習面、運動面ともに優秀な結果を残していること

について、栄養摂取状況からも実証できたのではないかと考える。健康的な食生活は、学習力、

運動力を向上させることが報告されている。一方、近年、フェイクニュースやウエブ状でのさま

ざまな誤解を生む健康情報に惑わされ、過剰なダイエット行動やサプリメント依存の低年齢化が

公衆衛生上の課題となっている。そのような中、浜田高校の男子生徒の食生活の結果は、全国的

にも評価される内容である。このことは、生徒指導はもとより、家庭や地域との連携を含めた浜

田高校の教育指導の結果であると確信する。 

島根県内の高校生たちは、進学、就職を含め、高校卒業後に 1人暮らしをする生徒も多く、生

きる力の基礎力である食行動を自分自身で選択し、健康な心身を育むために行動するヘルスリテ

ラシー教育は重要である。今後は、浜田市教育委員会が実施した中学生の「進路選択」に関する

アンケートも踏まえ、本研究の調査研究や食育活動を浜田市内の高校魅力化の推進につなげてい

きたい。浜田市の将来を担う子どもたちが、生きる力を身につけることができるよう、継続的な

活動支援を行っていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


